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２
月　

日
、
那
珂
市
教
育
委
員
会
は
駒

１７

形
神
社
本
殿
（
建
造
物
）
と
鹿
嶋
八
幡
神

社
（
額
田
神
社
）
の
狛
犬
【
木
造
一
対

（
彫
刻
）、
陶
造
一
体
（
工
芸
品
）】
を
新
た

に
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
文
化

財
に
は
、
大
別
し
て
有
形
文
化
財
、
無
形

文
化
財
、
民
俗
文
化
財（
有
形
・
無
形
）、
記

念
物
（
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
）、
埋

蔵
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
有
形
文
化
財
の

中
に
は
神
社
・
寺
院
な
ど
の
建
造
物
等
、

ま
た
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
・
書
跡
・
歴

史
資
料
・
古
文
書
・
考
古
資
料
な
ど
の
芸

術
工
芸
品
等
、
天
然
記
念
物
、
史
跡
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
無
形
文
化
財
に
は
能
楽
・

音
楽
な
ど
の
芸
能
、
陶
芸
・
木
竹
金
工
な

ど
の
工
芸
技
術
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

国
や
県
・
市
段
階
の
指
定
を
受
け
て
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
那
珂
市
内
に
は

国
指
定
文
化
財
が
４
点
、
県
指
定
文
化
財

が　

点
、
市
指
定
文
化
財
が　

点
で
合
計

２６

５４

　

点
の
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

８４
　

文
化
財
は
先
人
た
ち
の
優
れ
た
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
で
す
。
指
定
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
大
切
に
保
存
し
て
ま
い
り
た

い
も
の
で
す
。

　

駒
形
神
社
の
本
殿
は
１
間
流
れ
造
り
の

社
殿
で
、
３
面
に
は
ケ
ヤ
キ
材
の
浮
彫
刻

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
部
の
墨
書
に
は

「
安
永
十
年
（
１
７
８
１
）
正
月
府
中
住
嶋

村
伊
三
郎
好
寛
」
と
あ
り
、
制
作
者
お
よ

び
年
代
が
明
ら
か
で
す
。
彫
刻
の
内
容

は
、
２
面
に
八
幡
太
郎
源
義
家
に
関
す
る

合
戦
お
よ
び
武
将
の
対
面
の
場
面
が
あ

り
、
他
の
一
面
は
竜
宮
城
の
場
面
と
思
わ

れ
ま
す
。

◆
駒
形
神
社
本
殿

　

ま
た
、
本
殿
長
押
上
の
彫
刻
、
向
拝
柱

の
紅
梁
上
の
彫
刻
も
き
め
細
や
か
に
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
殿
勾
欄
（
こ
う
ら
ん
）

の
擬
宝
珠
（
ぎ
ぼ
し
）
に
は
、
享
和
元
年

（
１
８
０
１
）「
南
酒
出
村
駒
形
大
明
神
」

の
銘
が
あ
り
ま
す
。
本
殿
の
彫
刻
年
代
と

　

年
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
享
和
元
年
は

２０勾
欄
の
修
復
年
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

武
士
が
登
場
す
る
２
面
の
中
で
、
武
将

部
分
が
削
り
取
ら
れ
破
損
し
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
は
、
昭
和　

年
（
１
９
４
５
）

２０

の
敗
戦
の
結
果
、
進
駐
軍
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の

神
道
指
令
を
は
じ
め
軍
国
主
義
的
要
素
を

排
除
す
る
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
武
将
部
分
も
該
当
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
た
神
社
関
係
者
に
よ
り

削
り
取
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
彫
刻
部
分
に
一
部
損
壊

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
起
因
も
歴
史
的
事

実
と
し
て
重
要
で
す
。

　

狛
犬
は
神
殿
の
中
や
外
に
据
え
ら
れ

て
、
ご
神
体
を
守
護
す
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
阿
形
と
吽
形
の
木
造
狛
犬
一

対
は
、
額
田
の
八
幡
神
社
が
創
建
さ
れ
た

建
長
年
間
（
１
２
４
９
〜
１
２
５
５
）
以

降
の
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
形
状
は
、
阿
形
の
全
高
が

　

・
０�
、
体
長
は　

・
５�
で
吽
形
の

４２

４３

全
高
は　

・
２�
で
体
長
が　

・
７�
で

４２

３４

す
。
両
形
と
も
頭
を
立
て
て
正
面
を
向
い

て
い
ま
す
。
鬣
（
た
て
が
み
）
は
単
純
模

様
で
、
耳
は
小
さ
い
。
眼
部
は
大
き
く
、

頭
部
全
体
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。
胸
部
は
豊

か
で
前
脚
肢
は
揃
え
て
太
く
短
い
。
蹲
踞

（
そ
ん
き
ょ
）し
た
全
体
の
姿
は
重
量
感
が

あ
り
ま
す
。

〈
木
造
狛
犬
〉

◆
鹿
嶋
八
幡
神
社

　
（
額
田
神
社
）狛
犬
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基
本
材
料
は
ヒ
ノ
キ
材
で
、
頭
部
と
前

脚
部
・
胴
材
と
の
２
枚
製
に
よ
る
寄
木
造

で
す
。
吽
形
の
鼻
先
・
胸
を
別
材
で
矧

（
は
）ぎ
、
各
矧
ぎ
目
は
鎹（
か
す
が
い
）で

止
め
て
い
ま
す
。
現
状
は
白
木
の
彫
像
の

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
顔
料
の

残
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
当
初
は
、
表
面
に

ニ
カ
ワ
で
布
を
貼
り
付
け
、
そ
の
上
に
胡

粉
（
ご
ふ
ん
）
を
塗
っ
た
彩
色
仕
上
げ
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

鹿
嶋
神
社
神
殿
前
に
据
え
ら
れ
た
陶
製

（
瓦
製
）
素
焼
の
狛
犬
で
、
本
来
は
阿
形
・

吽
形
一
対
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
吽

形
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
の

永
享　

年
（
１
４
４
０
）
以
降
の
作
と
思

１２

わ
れ
、
形
状
は
全
高
が　

・
４�
、
体
長

３３

は　

・
５�
で
す
。
頭
を
立
て
前
脚
・
臂

２７
（
ひ
じ
）を
張
り
正
面
上
部
を
向
い
て
い
ま

す
。
耳
は
低
く
、
目
は
開
き
、
鬣
（
た
て

が
み
）
は
単
純
模
様
で
す
。
歯
牙
（
し
が
）

の
一
部
を
覗
（
の
ぞ
）
か
せ
な
が
ら
坐
し

た
全
体
の
姿
は
、
シ
ン
プ
ル
で
ス
マ
ー
ト

で
す
。
右
前
の
脚
肢
を
欠
い
て
い
る
の
が

惜
し
ま
れ
ま
す
。

〈
陶
製
狛
犬（
吽
形
）〉

◆木造狛犬（左上・右上）と、陶製狛犬（左下・右下）

　

７
月
９
日
に
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
と
な
り
、
住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、
外
国

人
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
住
民
基
本
台
帳
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
新
制
度
の
対
象
と
な
る
外

国
人
は
、
日
本
人
と
同
様
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
の

皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
や
、
行
政
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

適
法
に
３
か
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外
国
人
で
住
所
を
有
す
る
か
た

※
在
留
資
格
の
な
い
か
た
や
、
在
留
資
格
が
「
短
期
滞
在
」
な
ど
の
か
た
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

○
主
な
変
更
内
容

①
外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ
住
民
票
の
写
し
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
と
日
本
人
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
で
は
、
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
は
交
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

②
外
国
人
登
録
証
明
書
に
か
わ
り
、
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住
者
証
明
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
新
制
度
開
始
後
も
一
定
の
期
間
「
在
留

カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
在
留
カ
ー

ド
等
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
は
引
き
続
き
所
持
し
て
く
だ
さ
い

③
在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間
の
更
新
な
ど
、
従
前
は
入
国
管
理
局
と
市
役
所
の

両
方
で
必
要
だ
っ
た
手
続
き
が
、
入
国
管
理
局
で
手
続
き
す
る
だ
け
で
、
市
役
所

へ
の
手
続
き
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

　

毎
週
日
曜
日
に
市
民
課
の
窓
口
を
開
庁
し
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
証

明
書
の
一
部
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
基
本
台
帳
法
改
正
に
伴
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
改
修
作
業
を
行
う
た
め
、
７
月
８
日
の
日
曜
開
庁
は
休
止
い
た
し
ま
す
。

７
月
８
日
の
日
曜
開
庁
は
お
休
み
し
ま
す

歴
史
民
俗
資
料
館

�
２
９
７
・
０
０
８
０

問
い
合
わ
せ

市
民
課
戸
籍
・
窓
口
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
〜
１
５
５
）

問
い
合
わ
せ

７
月
９
日

７
月
９
日（
月
）か

（
月
）か
ら

外
国
人
に
関
す
る
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　

外
国
人
に
関
す
る
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

７
月
９
日（
月
）か
ら

　
　
　

外
国
人
に
関
す
る
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す


